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ているのが今の大きな流れです。

それを私は「クラウド決済」と呼んでいますけれど

も、サーバー上で記録されているクレジットカード情

報で決済電文を生成し、決済を行う。かつて、決済

端末で行ってきたことをサーバー上で行うわけです

が、サーバー上のクレジットカード情報と別の個体識

別情報、たとえば QRコード、あるいはサーバー上の

クレジットカード番号とは別の番号（トークン）などと

紐づけることで、私はこれを「ID連携」と呼びますが、

リアルの店舗でも決済が行えるようになってきました。

さらに、サーバー上で動かす決済手段も多様化して

います。クレジットカードだけでなく、プリペイド、す

なわち前払い式支払い手段で決済することもできます

し、デビットカード情報で、銀行口座からリアルタイ

ムで引き落とすこともできます。あるいは、デビット

カード決済ではなく、サーバー上で銀行口座振替の

電文を組成して銀行に伝送することで、即時引き落と

しをするスキームも登場してきました。ファンディング

リソースの多様化とでもいえる動きですが、そういう

仕組みを利用することで、リアルのお店での決済が多

様化し始めている。そしてそれによって、小売りのビ

ジネスモデルに合わせて決済の形を変えられるように

なってきたのです。その代表格が Amazon Goです。

そんな変化を見ながら、最後のほうに「金融機関の

選択肢」とありますが、金融機関の戦略としてどうい

う選択肢があるかを考えてみたいと思います。実際

に起きている事象なども含めて紹介させていただきた

いと思っています。

それが、「アクワイアリング参入とmPOSの推進、

独自スキームの開発」ということです。

最後に、この決済の分野にプラットフォーマー――

よく「GAFA」といわれますけれども、データビジネス

を展開している大手 IT企業が金融や決済ビジネスに

進出しており、既存の金融機関は駆逐されてしまうの

ではないかという見方もあります。そういう中で、今、

どういう対抗軸を持っていけばいいのかという視点か

ら、一つ面白い事例などを、地銀さんの例ですけれ

ども、紹介させていただきながら、こんなやり方もあ

るということを考えていきたいと思っております。

2時間、短い時間ですけれども、お付き合いいた

だければと思います。

「月刊消費者信用」編集長の浅見でございます。よ

ろしくお願いいたします。

毎年 9月にお招きいただきまして、この会で話をさ

せていただいています。毎年、キャッシュレス化の動

向を取り上げているのですが、ここにきて、急に、新

聞報道などでも「キャッシュレス」という言葉が非常に

頻繁に登場するようになったし、新しいビジネスモデ

ルもいろんな形でニュースになっている状況です。つ

まり、キャッシュレス化に対する社会の関心が急速に

高まってきた観があります。

そこで、今回は新しいビジネスモデルがどういう流

れの中で生み出されてきているのか、それがペイメン

トサービスのイノベーションとしてどういう意味を持っ

ているのかを考えてみたいと思います。さらに、そ

のベースになっている技術やアイデアが、今後別の

形でどのように応用できるかも考えてみたいと思いま

す。QRコード決済など、新しいものが次々と出てき

ていますが、どういう変化が起きているのか、流れが

わからないみたいなところもありますから、そのへん

を、きょうは少し私なりに整理してみたいと思ってお

ります。

Slide 2　本日のアジェンダ

「本日のアジェンダ」をお示しします。

最初は、政府が 2014年から、成長戦略のなかで

継続的にキャッシュレス化を打ち出していますが、毎

年少しずつ内容が変わってきているので、時系列に

変化を追っていきたいと思っています。

また、いまのキャッシュレス化の動きは官邸主導で

動いていて、内閣府の政策統括官と経済産業省がタッ

グを組んで、政策を推し進めているので、成長戦略

に書かれていることが、今後どのように具体化されて

いくのかを展望してみたいと思います。

それと、「小売りのビジネスモデルの変容と決済の

変革」とありますけれども、今、小売りのビジネスモ

デル自体が変わろうとしています。これはいろんな理

由があるわけです。一番大きいのは人手不足。労働

力が減少する中で、商売のやり方を変えて生産性を

高めようとしているわけですが、決済もそうした変化

に合わせて変わらなくてはいけない。

実は、そういう動きは前からあって、小売りのビジ

ネスモデルが劇的に変わったのは ECが登場したこと

だと思いますけれども、電子商取引が出てくるなかで

決済の姿も大きく変わりました。その変化が ECの世

界だけでなくてリアルの世界にもどんどん発展してき
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Slide 3　「未来投資戦略 2017」のコンセプト

前段はこれまでの整理で、「『未来投資戦略 2017』

のコンセプト」とあります。2016年までは「日本再興

戦略」というネーミングだったので、日本の成長戦略

のコンセプトが大きく変わりました。「第4次産業革命」

とありますけれども、そのイノベーションを取り入れて、

「Society5.0」を実現しようということです。

第 4次産業革命とはどういうことかというのは、は

しょりますが、下に経済産業省がある審議会のために

つくった図がありますので、それを読んでください。

Slide 4　FinTech推進に係る KPI

2017年の未来投資戦略はコンセプトが変わっただ

けでなく、「FinTech推進に係る KPI」が掲げられた

点でも画期的な内容でした。

1番目は、銀行の話で、オープン APIをやりま

しょうという話ですが、2番目に、今後 10年間――

2027年 6月までにキャッシュレス決済比率を倍増さ

せて 4割程度とすることを目指す。そういうKPIが示

されたということです。
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Slide 5　キャッシュレス化の施策（未来投資戦略

2017）

このときに、「キャッシュレス化の施策」ということで、

去年の未来投資戦略にはいくつか載っていたのです

けれども、正直言って、ここで何か取り上げてお話し

するような内容のある話は載っておりません。

3番の ATMという話については、全くキャッシュ

レス化ではなくて、訪日外国人がキャッシュを使いや

すくするための施策なので、ここではあまり意味があ

りません。

キャッシュレス化の目標値は掲げられたものの、実

際、具体的で効果的であると思われる施策は打ち出

されていないのが実情でした。

Slide 6　「キャッシュレス・ビジョン」

ところが、2018年 4月に経済産業省が「キャッシュ

レス・ビジョン」をまとめたことで、政府が大胆な施

策を行う可能性が感じられるようになってきました。

これは、もともとクレジットカード会社の API連携

を推進するための環境整備について議論していたの

ですが、課長が変わって新しい体制になって、キャッ

シュレス化の方策についてもう少し検討したほうがい

いのではないかということで、API の検討会がメン

バーは同じままで、キャッシュレスについても検討す

ることになったのです。

結果、「キャッシュレス・ビジョン」がまとめられた

のですが、まず注目すべきは、キャッシュレス決済比

率 40％を 2年前倒しして、2025年を目指す、将来

は 80％だと、そういう「支払い方改革宣言」が打ち出

しされたことです。

もう一つが、目標達成に向けて「キャッシュレス推

進協議会」をつくるという構想です。

そして、先ほど言いましたけれども、内閣府や内閣

官房などと経済産業省が連携しながら、キャッシュレ

ス・ビジョンのなかに、今後取り組んでいく施策のア

イデアが頭出しされたのです。


